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(午後２時００分) 

企画政策課長 

（進行） 

それではただいまから令和７年度第２回印西市総合教育会議を開会いた

します。 

 印西市総合教育会議設置要綱第４条の規定により、会議の議長は藤代市

長にお願いいたします。 

  
藤代市長 

（議長） 

それでは議長を務めさせていただきます。 

改めまして、本日は教育委員の皆様、そして職員の皆さん、そして古山

先生、また今日も多くの傍聴の方々にお越しをいただきまして、本当にあ

りがとうございます。 

今回、来年度に向けて今、仮称教育ビジョンというものの改訂を進めて

いるわけであります。 

前回は、特に私と教育長の方から今後の印西市の教育のあり方につい

て、考えを少しお伝えさせていただいた後に、それぞれの分野別に、現状

について、各担当職員の皆さんからご教示いただいたというところであり

ます。 

ある意味総論であったわけです。 

ここから第２回以降については各論ということで、様々なテーマについ

て扱って参りたいと考えています。 

その中でですね、私もそうなんですけれども、職員の皆さんと話してい

る中で、２回目はやっぱり不登校支援っていうところが大事なんじゃない

か、いいんじゃないか、ということになりました。 

今、不登校が全国的にも、そして、印西市でも毎年増えているという状

況にあります。これは１つ、私の中で社会問題なんじゃないかと、それぐ

らいの危機感をもって今とらえているところであります。 

ですので、第２回については、不登校支援でいこうということで、今

回、こうした場を設けさせていただきました。 

今回の流れですけれども、まず、印西市の教育センター所長であります

斉藤先生の方から、今の印西市の不登校支援の状況についてご説明をいた

だきます。 

そのあと、今日２人、講師というかですね、外部からのゲストスピーカ

ーをお招きをしております。 

最初に、教育センターでも働かれている弘海先生に、この印西市ないし

は印旛郡市の不登校の状況や不登校支援のあり方について、現場で見られ

てきた、現場を経験されてきた上でのお考えというところをシェアしてい

ただきたいと思っています。 

弘海先生については、今は教育センターの方で指導主事として、主には

その不登校支援を担っていただいているわけですけれども、実はその教育

センターに異動になられる前は、県の教育委員会の方で、印旛郡市全体

の、不登校支援ということで印旛郡市全体をカバーしていただいたという

ことで、広くこの印西市を超えて、千葉県の不登校支援の状況について、
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不登校に起因する課題について、深い知見をお持ちということで、今日お

願いをしてスピーカーということでご登壇いただくということでありま

す。 

そして後半、２人目として、古山先生にご登壇をいただくということで

あります。 

古山先生、３０年以上ですかね。不登校支援の第一線をずっと走ってこ

られた先生であります。今は千葉市を拠点にされて活動されてるというこ

とであります。 

いろいろと今回、どなたにお話していただこうかというところで、職員

の皆さんともご相談ご議論させていただく中でですね、やっぱりこの現場

をまずよくわかってらっしゃる、ご存じであるっていうこと、また今の現

場でまさに、子どもたち向き合われているということもそうですけれど

も、さらには理論的なものも含めてですね、学術的な面も含めて研究され

ているというところで、やはりこのタイミングで古山先生に我々も、お話

を聞く必要があるんじゃないかということで、今回かなり無理を言って、

千葉市の方から悪天候の中、時間かけて来ていただいて、我々としても本

当ありがたいなと思っている次第であります。 

今日もおそらく、かなり長丁場にはなるかと思いますけれども、本当に

大事な論点ですので、教育委員の皆さん、そして教育長、そして事務局の

皆さんともですね、しっかりと議論させていただきながら、印西市として

これからどういった不登校支援を進めていくべきなのかということについ

て議論させていただきたいと思います。 

本題に入る前に、せっかくなので古山先生、一言あれば、先に自己紹介

など、本当は後段でお願いしようかなと思ったんですけども、軽く一言で

構いませんので。 

 

古山氏 はい。古山と申します。 

千葉市でですね、９０年ごろから不登校の子どもたちは知ってまして、

私塾、フリースクールをやって、それから、これはどういった、どういう

ことなんだろうと思って外国事情を調べたり、法律を調べたりいろいろや

りまして、そうしましたらいろいろお声がかかるようになりましてね。 

今回もよろしくお願いいたします。 

現場の話をいっぱいさせていただきます。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

後半の古山先生のご講演のパートもそうですけども、それ以外のパート

でもぜひですね、ご意見を頂戴できると幸いですので、よろしくお願いし

ます。 

続いて、早速議題の方に入りたいと思います。 

それではまず、議題（１）印西市における不登校支援の状況についてと

いうことで、教育センター所長よりご説明をお願いいたします。 
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教育センター

所長 

はい。よろしくお願いいたします。 

それでは印西市における不登校児童生徒支援の現状についてご説明いた

します。 

不登校の定義としましては、何らかの心理的、情緒的、身体的或いは社

会的要因背景により登校しない。あるいはしたくてもできない状況にある

ため、年間３０日以上欠席したもののうち、病気や経済的な理由によるも

のを除いたものとしています。 

こちらにお示ししているこのグラフも、これに沿って数値を拾ったもの

になります。 

このグラフについてはですね、過去５年間の小学校の不登校児童生徒の

割合を表したグラフになっています。ちょっと見づらいんですが、赤い線

が印西市。点線が千葉県、上の白抜きの点が国となっております。ご覧の

通り、印西市でもその割合は増加傾向にあります。 

続いて中学校です。中学校でも同様に増加傾向にあります。小学校より

やはり数値としては、どうしても高くなってしまう傾向になっています。 

文部科学省からの通達でも、不登校はどの子にも起こりうることであ

り、その背景には多様で複合的な要因があると明記しており、これらの要

因に加えて、問題行動や怠学ではなく、子どもの意思の表れであることを

考慮する必要性が指摘されています。 

これらの要因というのは、このスライドに書いてある学習への不安、友

人関係、家庭事情、いじめ、発達等、今まで不登校の原因と言われていた

ものとなります。 

こうした状況に対して国は無理に登校させるのではなく、その子が安心

して過ごせる環境を整えることが重要という立場を明確にし、支援の目的

は登校ではなく、社会的自立としてとらえることが強調されております。 

印西市でも、国の指針等を参考に、不登校児童生徒支援の充実に向けた

基本方針を令和７年３月に策定しております。この基本方針については、

市のホームページにも公開しておりますのでご確認いただければと思いま

す。 

印西市では、前述の国の通達や指針などをもとに、不登校児童生徒支援

の基本的な考え方として、登校することのみを目標とするのではなく、児

童生徒に多様な学びの場を確保し、児童生徒の意思を尊重しつつ、支援を

することとし、児童生徒が自らの進路を主体的にとらえて、社会的に自立

できることを目指すとしています。 

不登校児童生徒支援の印西市の具体的な支援策としては、今、示してい

るスライドにある通り、３つの柱立てをしております。 

１、早期の兆候把握、早期支援。２、不登校児童生徒への支援の充実、

３、保護者サポート、関係機関や民間施設等との連携推進、この３つを挙

げております。 

学びの場という言葉が出ましたが、印西市で実際に、児童生徒がどのよ

うな学びの場で学んでいくのかということを図式したものがこちらになり

ます。 
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大きく分けて、自宅以外の場での支援、あと主に１人１端末を活用した

自宅での支援の２つに今回は分けてみました。 

このスライドで言うと青い部分に関しては、対面でサポートをしてい

る。ベージュの部分に関しては、自宅で支援を受けている状況だというふ

うに考えていただければ結構です。自宅以外の場は人との関わりが確保さ

れた場所となり、学校に行くことができる児童生徒が校内教育支援センタ

ーを利用し、学校への抵抗感がある児童生徒が市の教育支援センターやフ

リースクールを利用するという実態になっています。 

不登校児童生徒への対応としては、保護者や児童生徒の困り感をしっか

りと把握した上で、学校の教員、スクールカウンセラー、教育センター職

員や支援員が情報共有を行いながら対応しているところです。 

また教育現場において効果的でよりよい支援が今後できるよう、不登校

児童生徒への対応についての資料作成や、整理すべき点の洗い出し等を今

後も教育センターの方で継続して進めていきたいというふうに考えていま

す。 

印西市の支援のイメージとしては、学校のところで申しますと上から順

番に対応の順番となっています。 

最後に今後の課題についてです。 

やはり一番悩んでいらっしゃるのはご家庭の保護者の方ですので、保護

者の方を支えるべく、何とか学校でもというような形でやってはおります

がなかなか不十分なところも多々ございます。 

ただ、課題を今回、家庭・学校現場・教育委員会というような形で整理

してみたんですけども、やはり様々な整理しなければいけない課題が出て

きているなというふうに感じています。 

その課題を解決するために学校へのヒアリングや保護者の皆さんからの

相談、あと市役所内で開かれているワーキンググループなどでもたくさん

の意見をいただいております。 

その意見を参考にしながら、家庭・学校・行政・地域が協力して児童生

徒を支援していく仕組みを構築していかなければいけないというふうには

考えております。 

私の方からは説明は以上となります。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

せっかくなので、今後の課題についてっていうところをもう少し細か

く、具体的にご説明いただけると幸いです。 

 

教育センター

所長 

 

今後の課題について、後で弘海の方から、話があります。 

 

藤代市長 

（議長） 

わかりました。一旦ここで止めて。 

この内容について、ご質問・ご意見のある方はお願いいたします。 

ちょっと幾つかお伺いしたいのが、まずこの印西市の不登校児童生徒の
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状況でいうと、ページ数で言うと２枚目ですかね。評価としては、当県の

平均とほぼ同じようなところですけれども、全国平均よりは少し低いとい

うことなんですか。ただ比率としては、そんなに大きな差はないっていう

ことですかね。 

 

教育センター

所長 

 

 はい。その通りだと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

印西市で言うと大体年間、今３００人ぐらい。 

 

 

教育センター

所長 

 

はい。 

藤代市長 

（議長） 

あとは６枚目になるのかな。 

現在の印西市での学びの場というスライドに関してですけれども、これ

は、今利用状況としてはどれぐらいのイメージで持っておいたらいいです

か。 

例えば、教育支援センターが何名とか、フリースクールが何名とかって

いう、その例えば３００名いたときにどういう分布になっているのか、ざ

っくりとどういうイメージですか。 

 

教育センター

所長 

非常に数値として出すのが難しいところがあります。 

なぜかというと、３０日以上欠席しているお子さんっていうのは、実際

に普通教室に通っているお子さんもいますし、校内教育支援センターと併

用しているお子さんもいます。 

なのでちょっと難しいところで、一応、まきばの方で言いますと、今、

２０名ぐらいの登録があって実際に継続して使っているのは６名から７名

というようなところです。 

校内教育支援センターもかなり活用が上がってきておりまして、小学校

は最初、出だし１人ぐらいだったものが今、４、５名になってだんだんと

利用者数が上がってきているところです。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

４、５名ってのは各校４、５名ぐらいですか。 

 

教育センター

所長 

 

そうですね、登録がというところです。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

全体でってことですか。この登録が。 
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教育センター

所長 

 

各校のです。 

藤代市長 

（議長） 

 

今、小中でどれぐらいですか。校内教育支援センターは。 

 

教育センター

所長 

 

１２０名ぐらいが利用されている。利用というか、登録ですね。 

 

藤代市長 

（議長） 

それはさっきの３００人の内数に入るんでしたっけ。外側にあるんでし

たっけ。 

 

教育センター

所長 

 

 外側にいる子もいます。校内教育支援センターに行くということは出席

扱いになりますので、３０日の案件から外れる子もいますし、そのまま休

んでいる日が多ければその３０日に入っている内数。 

その部分に関してはまだ整理はできてないところですので。 

 

藤代市長 

（議長） 

そのあたりですかね。まずは、現状の把握っていうところですかね、１

つの課題として言うと。 

わかりました。他に、教育長、何か補足とか、今の説明に。 

はい。豊田委員どうぞ。 

 

豊田委員 教育委員の豊田でございます。 

ちょっと疑問に思ったところが１点ほどありますので、ちょっと教えて

いただきたいのですが、不登校児童の推移の中で、小学校と中学校のグラ

フを表示していただいたんですが、この中で小学校の、令和４年から５年

までの伸び率と、中学校の４年から５年までの伸び率を見ますと、小学校

の方が伸び率が高くなっているように思うのですが、これは単に印西市の

人口増によるものなのか、それとも他の何か要因みたいなものがあって、

小学生が伸びているのか、その辺、わかる範囲で結構ですので教えていた

だければと思います。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

教育センターの方から。 

 

弘海氏 ご質問ありがとうございます。 

これは印西市に限らず、どこの市でも起こっていることで、今小学生の

方の不登校が急増している感じ、中学校の方は若干微増という感じで少し

落ち着いている状況になっているのが、大体、今どこの市でも起こりうる

ことかなっていうふうに思います。 

以上です。 
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藤代市長 

（議長） 

その要因って何かあるんですか、共通しているものとして推察されてい

るものでもいいんだと思うんですけど。 

 

弘海氏 やはり今、小学校の低学年のお子さんの不登校が増えているようなこと

が多く起きているかなというふうに思います。 

やっぱり不登校の継続率っていうのはすごく長くなっていくので、そう

いうお子さんたちがどんどん増えているので、小学校の方が数がどんどん

増えているような感じに見えるかと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

なんで低学年化しているんですかね。 

 

弘海氏 なんでっていうのが本当にちょっとまだまだ検証していかなければいけ

ないところかと思うんですけれども、やはりコロナ化の生活っていうのも

少し関係しているのではないかということで、話を聞いたことがありま

す。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

今の点って何か古山先生コメントありますか。 

 

古山氏 小学校の低学年が増えている原因を幾つも考えているんですけども、す

いません。これといえるものはないです。複合的であろうとしか言えない

です。ただ社会状況の変化ってのが一番大きいんじゃないかなと思いま

す。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

一旦、斉藤先生からの説明は以上にして、次、弘海先生の方から、お願

いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤代市長 

（議長） 

弘海先生ありがとうございました。 

とある、弘海先生に大変にお世話になっていた保護者の方からも、私が

市長になる前からですね、こういう先生がいてっていうことで実はずっと

【講演】 

講師：印西市教育センター 

   指導主事 弘海 由香 氏 

 演題：不登校児童生徒の理解と対応 

～印旛地区不登校等児童生徒サポートセンター「訪問相談担 

当教員」として見てきた不登校の現状～ 
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お話をお伺いをしていて、そういう、まさに子どもたち、そして保護者の

方々のためにずっと働いてこられた先生が、今こうやって市の教育センタ

ーの方にいらっしゃるってのは本当に励みになるなと思ってるとこであり

ます。 

この間、教育センターに視察に行ったら、弘海先生がいらっしゃったの

で、すごいびっくりして、異動してこられたっていうのをその時初めて知

りまして。本当に子どもたちとそして保護者の方々に寄り添ってこられた

方の言葉だったので非常に皆さんもいろいろと感じるものもあったんじゃ

ないかなと思います。 

せっかくですので今の弘海先生のお話に対して何かコメントであるとか

質問がある方はぜひお願いいたします。 

じゃあ古山先生せっかくなので、いいですか。 

 

古山氏 いやあのね、本当にこの方は子どもと接してきたってことがわかりま

す。 

そうなんですよ。 

多くの不登校を知らない人たちは、この子たちに何をやらせようか、こ

の子たちに何をわかってもらおうか、そこから入るんです。 

ところがですね、不登校の子ども扱った人たちは、それでさんざんもう

だめでどうにもならなくなっています。そして、「君は何を言いたいんだ

よ。」「君は何をして欲しいんだよ。」「これができないってことを言ってい

いんだよ。」「つらいってこと言っていいんだよ。」、そこから始めるんです

ね。 

そこまでたどり着くと道が開けてくるんですけどもね。 

弘海さんはそういうとこまで入り込んで、実際やってこられて、また言

葉にまとめられていると思うんですね。 

ほんで私、おっと思ったのがですね。この社会的未然防止を目指してい

るところで、学校側で教育相談コーディネーターの育成配置というのがあ

ったんです。 

これが重要だと思いましてね。実は私、私塾をやってまいして、自然発

生的にこの仕事なんです。ところがこれね、年季が要ります。 

子どもたちにはいろんな子がいまして、大抵口も利かないんですよ。う

つむいているばかりで、お母さん方もいろんな方がいる。 

私は千葉市で、こういう教育センターの方なんかとも話したり、いろん

なそういう、実際の方とお話するんですけども慣れたと思った頃に異動に

なっちゃうんです。 

でね 、こんなものかと実情がわかるだけですぐ３年経っちゃいます。 

それで、ようやくこの方、なんか慣れてきたかなっていうとこで、はい

異動ですってなっちゃってしまいましてね。 

これもしですね、介護ですとかなんかだとケアマネージャーってのがい

いますよね。もうその道のプロで、この人にはどういうことをしたらいい

んだとパパッと作ってく。 
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私も実際やっている仕事は、「この子はまだまだ休ませなきゃ無理だよ

と」かね、「遊び足りないよ」とか、「いやそろそろ連れ出していいんじゃ

ない」、「いや無理させ過ぎ」とか、「ここ背伸びさせていいよ」とか、かな

り勘も含んで、それから「この子は学校に何とか戻してあげたほうがいい

よ」って子もいるしね、「いや、この子はもう学校に戻ることを諦めて」、

「諦めて」と言っちゃ申し訳ないけども、別な教育を用意してあげたほう

がいいよ、ちょっとね天才肌だとか、ものすごく傷つきやすいだとかね、

知性のタイプはそもそも違うよとか、そういう子もいるんですよ。そうい

うのも含んでコーディネートできる人間。ちょっとやそっとじゃ育ちませ

んのでね、国家資格なんかが、とりあえず市でもいいです。 

こういう異動のない職種として、こういうコーディネーターがいたら随

分違うんじゃないかと思いました。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

今の点、もしも教育センターの２人から何かコメントがあれば。教育相

談コーディネーター的な役回りの一部を今教育センターで担っている形に

なるのですかね。 

 

教育センター

所長 

そのコーディネーターの中身が非常に広すぎて、学校の中にいて、そう

いう対応をすることが、求められているものに答えられることはできない

ような状況だと思います。 

なので、弘海先生が実際にケース会議に出たりとかしてですね、どうい

うふうにやっていくのかっていう学校現場の先生方も非常に何か対応に苦

しんでいるところがあるので、ちょっとこれは弘海先生と自分は意見が割

れているんですけど、今、各校に１人って言っていたんですけど、各校１

人っていうのはやっぱり今、教育現場からするとすごく難しいです。 

今弘海先生がお話したことをすべて教員が各校１人配置するだけの研修

をするとか、あと先生方を全員集めて同じ理解のもと、同じような方針で

やっていくってなると、やっぱりそれに合わせた研修も必要になってきま

す。 

なので、センターの方からしても、ちょっとなかなか実現が難しいの

で、そこはどういうふうにか解決してかなくてはいけないかってのは、い

くつか案があるんですけども、その中から選択していくべきだと思ってい

ます。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

それでは弘海先生も。全然意見割れてもいいですよ。 

 

弘海氏 はい、ありがとうございます。 

やっぱりこの見立てができる人が絶対必要になってくると思うので、も

うとにかく自分はもうあっちこっち行って研修をさせてもらっています。 

そうするとやっぱり興味のある先生方が毎回参加してくださっていてです
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ね。もうそういうところで何回も顔を合わせる人がいて、だんだんその不

登校の理解っていう研修からどんどん具体的なところ、そのケースをどん

どん見てどんどん見立てができるようにっていうことでもうひたすら今研

修をしているところです。 

なので、少しずつ少しずつ理解を深めてもらっているところです。 

 

藤代市長 

（議長） 

その研修ってのは、具体的にどういう方々を対象にどれぐらいの頻度で

やっている感じですか。 

その方々は現場に戻るとやっぱりその不登校支援というよりは、通常の

学級で教えられているのかって、いろいろと立場があられるんだと思うの

ですけど、そのあたりもう少し具体的に教えていただけるといいんじゃな

いかなと思います。 

 

弘海氏 昨年度までだと、９つの市町で呼んでもらって夏季研修っていうところ

で、夏休みに先生方に全員集まってもらってお話をさせてもらう。 

市町単位の研修会、例えば富里市だったらもう全職員参加の研修会でお

話させてもらったりとか、他の市町だと希望される先生方が来てくれて、

３０人から５０人ぐらいの規模で、その学校の教育相談担当の先生が来て

くれる研修でお話させていただくことが多かったかなって思います。 

また、不登校のお子さんが多い学校については、学校に呼んでいただい

て校内研修ということでお話させていただいたりしています。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

どうぞ、古山先生。 

古山氏 関連してなんですけども、東京都の江戸川区が、これにすごく力を入れ

てまして、アウトリーチできる人たち、それから相談に応じられる人た

ち。 

不登校ということで専門の研修をたっぷり積ませるという、それをやっ

てます。これちょっと参考の例になるかと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

その例って何か市教育委員会の方で把握とかってされていたりします

か。 

 

弘海氏 

 

江戸川区の話はないです。 

藤代市長 

（議長） 

 

 ちょっと勉強してみましょうかね。 

教育長、なにか体制面の話が今出てきましたけど、教育長の方から何か

あれば。 

 

渡邉教育長 今、見立てって言葉が出ました。本当にお医者さんで言えば診断してっ

ていうところですよね。本当難しいです。 
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それを一般の教員でっていうのは、なかなか、今、所長が言ったように

ね、すぐにできることではないし。ですけど、体制的にはやっぱり弘海さ

んが今まで経験したことを１人でも多くの教員にね、学んでもらって、理

解してもらって、そして子どもを見立てるとかね、保護者の相談に乗って

いくってそういう体制はやっぱり作っていかなきゃいけない。改めて思い

ました。 

 

藤代市長 

（議長） 

これ現実問題として、教育相談コーディネーターっていう役回りの方を

確保、ないしはその教育センターの方に配置をしようとした場合に、どう

したらいいんですかね。 

結構これ大事な気がしていて。 

 

渡邉教育長 理想を言えば本当に１校に１人ですけど、やっぱり公立の学校って、さ

っきも古山先生もおっしゃったように異動がありますから、その辺もすご

く難しいですし、やっぱりそこを教育センターが中心になってうまく采配

していくしかないのかな。現実的にはそう思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

教育センターの方々も異動されますよね。 

渡邉教育長 それを確実に引き継いでいけば。 

 

藤代市長 

（議長） 

そこなんだよなあ。 

今ってその教育相談コーディネーターと言われている制度ってのは別に

公的にあるわけではないですよね。 

仮に市として独自に設けようとした場合には、どういう方々になってい

ただくんですかね。 

 

古山氏 ちょっといいですか。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。もちろんです。 

 

 

古山氏 カウンセラーの方たちをね、ちょっと不登校専門のカウンセラーとして

育成っていったら上から目線かな。 

ちょっと慣れていただいて、それから、フリースクールに結構見えてい

る人がいるんですよ。長年こう扱っていて、そういう人たちに何か資格的

な、何か立場を作ってあげて、相談の受け皿になってもらうっていうよう

な、そういうのもあるかな。 

ただ、フリースクールやっている人たちは大抵忙しいからね。忙しいけ

ども、これ私自分もフリースクールをやっていましてね。本当これが要る

なあという。具体的に話は聞いてないから、いいません。民間からの手も
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あると思います。 

ＳＳＷでかなりよくやっている方もいます。県のＳＳＷの方で知ってい

る方もいましてね。本当に一生懸命やってくれていて、家庭訪問できます

からね。この方たち。 

それでこの形で、かなりスクールソーシャルワーカーが本来は守備範囲

が広いんだけども、特に不登校を熱心にやっているような方もいまして

ね。こういう方にこれをやっていただく手もあるかなとは思いました。 

 

藤代市長 

（議長） 

今いくつかありましたけど、教育センターの方から何かあります。弘海

先生何かあります。 

印西市におけるスクールソーシャルワーカーとかスクールカウンセラー

の方の役割とか、ないしはそういった方々にある程度、不登校専門のって

いう文脈で少しいろんなものになっていただくであるとか、ないしは全然

その外から、新しい方をお雇いするとか、ないしは今、民間のフリースク

ールの方々に少しご協力をいただくとか、ただ幾つかその可能性っぽいも

のについて、言及があったと思うんですけど、どの辺りが現実的に、一旦

こう予算面とかはどうにかするとして。 

 

弘海氏 自分もソーシャルワーカーの方々と一緒に動くケースは結構多かったん

ですね。 

そうすると本当に不登校がすごい得意なソーシャルワーカーさんももち

ろんいらっしゃるし、やっぱり違う分野で得意なソーシャルワーカーさん

もいたりするので、ソーシャルワーカーさんって結構専門性があるので、

得意不得意は少しあるのかなって思うんですけれども、でもやっぱり一緒

にそこの得意なところで一緒に繋がって一緒に仕事するっていうことはあ

りました。 

ただ、カウンセラーさんと一緒に仕事することも結構多くてですね、「こ

の子は、今、頑張らせていい時かな」っていうところで一緒に考えるとき

は本当にカウンセラーさんと、一緒に動くことも多かったので、カウンセ

ラーさんもやっぱり専門分野がいろいろあるようで、得意とか不得意はも

しかしたらあるのかなあとは思うんですけれどもすごい力になっていただ

いた感じ。すみません、経験というか。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

教育長、何か思いつくことありますか。 

 ちょっとここは要議論ですねえ。ちょっと結構大事な論点だと思います

ので、少し事務局の方に持ち帰って、今後どういう制度設計ができるのか

ってのはちょっと議論したいと思います。 

せっかくですので他にいかがですかね。質問、コメント等々あれば。 

長尾委員の方から、はい。 

 

長尾委員 はい。弘海先生、大変参考になるお話ありがとうございました。 
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１つ疑問に思ったんですが、学校にスクールカウンセラーの先生がいら

っしゃる、ということで、スクールカウンセラーの先生から具体的なこう

いう団体がありますよとか、県としてこういうサービスがありますよと

か、そういう情報を、保護者の方、或いは児童に提供されるということっ

ていうのはありますか。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

大事な論点ですね、いかがでしょうか。 

 

弘海氏 はい、訪問相談担当教員をしていたときに結構スクールカウンセラーさ

んからつながってくるケースはすごく多かったので、情報提供はしてくだ

さっているかなっていうふうに思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

後で少し確認したいなと思っているのが、実際に不登校になっていくそ

れぞれの段階フェーズの中で、どういった支援がなされているのか、それ

ぞれにどういった課題があるのかっていうところについては、もう１回後

半、古山先生の話が終わった後で議論したいと思うので、ご説明できるよ

うにちょっと考えといてください。 

今の話でいうと、おそらく弘海先生の存在は伝わっているけれども、じ

ゃあ果たして他の選択肢について正しく伝わっているのか、組織として仕

組みとしてちゃんと伝わるような形になっているのかとか、その辺りって

いうのは結構大事な論点だと思いますので。ちょっとそこも後程議論かな

と思いますね。 

他にいかがでしょうか。 

一応もう１点、私もちょっと確認でお伺いしておきたかったのが、それ

ぞれの段階の話があったと思うんですけれども、回復段階別ですね。 

ここの中でいうと、子どもたちはどこにいるのかっていうのをちょっと

伺いたくて。この前兆期っていうのはどっちかっていうと教室か保健室か

最近言うと、その校内の支援教室サポート教室がその辺りなんですかね、

前兆期というと。 

 

弘海氏 はい。そんな感じです。 

 

藤代市長 

（議長） 

不安定期っていうのは、これはおうちにいることが多いということです

ね。 

 

弘海氏 はい。 

 

藤代市長 

（議長） 

安定期っていうのはうちにいるんだけど、ちょっと次に向けてどうしよ

うかなっていうところで家庭訪問なんかを受けてくれるような段階です

か。 

回復期っていうのは、学校に行ったりとか、例えばフリースクールであ
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るとか、学校以外の場所も含めて外に出られるなんて前向きに社会に向け

てっていう段階ってことなんですかね。 

 

弘海氏 はい。 

 

藤代市長 

（議長） 

わかりました。 

これ、ちなみに弘海先生ですら会えない子たちっていうのは割合で言う

とどれぐらいいるものなんですかね。 

例えば不登校の子たちが３００人いたときに、１００％のうち何％ぐら

いの子たちは会ってくれるけど、何％ぐらいの子たちは会ってくれないっ

ていう。 

やっぱりどうしても不安定期って、大人と会うことすらっていうのもあ

るんだと思うんですけど。 

 

弘海氏 そうですね、訪問の数と、不安定期でやっぱり繋がり方としては保護者

の支援っていうのがメインになってくると思います。子どもにやっぱりな

かなか会えないので、保護者の方が、その子たちにとってどうやって支援

していったらいいのか、どうやって支えていったらいいのか、っていうこ

とで、お母さんを面談で支えるっていうのが不安定期の支援としては一番

多かったように思うんですけれども、大体年間１００件ぐらいのケースを

いただく中で、保護者面談は本当に６０件ぐらい。毎年６０人分ぐらいで

すね。 

子どもの支援が４０人ぐらいだったので、それぐらいの割合。自分が関

わっていた中ではそれの割合です。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

トータル１００名の児童の方に。 

弘海氏 １年間だと大体１００名ぐらいで、それが５年間だと大体５００人ぐら

い。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

なるほど。ありがとうございます。 

なんかしゃべりたそうな、古山先生がマイクを持たれていたので。 

古山氏 この不登校の段階で話しますんで、そこでまたまとめてご意見いただけ

たらと。 

 

藤代市長 

（議長） 

わかりました。一旦よろしいですかね。 

はい、弘海先生ありがとうございました。 

皆さんもう一度大きな拍手をお願いします。 

それではここで一旦少し休憩をとりたいと思います。 
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 約１０分間休憩 

 

藤代市長 

（議長） 

それでは、後半、最初は、今日スペシャルゲストで来ていただいていま

す、古山先生の方からご講演をいただきたいと思います。 

それではお願いいたします。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

藤代市長 

（議長） 

古山先生ありがとうございました。 

別の場でも一度講演を聞かせていただいたときに、やっぱり思ったのが

実際にこの現場で様々な子どもたちに向き合ってこられた経験もそうなん

ですけれども、その科学的にどうなのかっていうところですよね。この両

面をしっかりとここまで突き詰められている方ってのはかなり稀有なんじ

ゃないかなっていうのを感じましたので、今日でいうと後半のパートでか

なり政策的なご示唆もいただいたところですので、ちょっとぜひですねこ

の後の議論の中でも様々にお伺いできればと思います。 

今の古山先生のご講演に対して質問であるとかコメントがある方いらっ

しゃいましたらお願いいたします。 

教育長何かありますか。 

 

渡邉教育長 ありがとうございました。 

私は、市長と同じ場でね、前にお聞きしましたけれども、後半の部分

で、不登校特例校のお話されましたよね。私どもも研究をしています。ま

だ始めたばっかりなんですけれども、なかなかその学校すべて１つの施設

をっていうのは難しそうなので、いわゆる分教室型のところはどうだろう

かっていうのを今考え始めているんですけれどもね。千葉県でも始まりま

した。そんなところを、やっぱり先進的なところを見ながら、何とか居場

所を増やしたいなっていうふうに思って今やっているところです。 

今日その話ができて、まだ成熟してないっていうところ、まさにそこな

んだなっていうところはわかりました。 

研究していきたいと思っています。 

 

藤代市長 

（議長） 

他にいかがでしょうか。 

せっかくなので事務局の方で弘海先生か斉藤先生か。もし今の古山先生

のご講演に対して何かコメント等々あれば。 

【講演】 

講師：古山教育研究所 

代表 古山 明男 氏 

 演題：不登校の段階とその対応 
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教育センター

所長 

古山先生ありがとうございました。 

前回の講演でもすごい勉強になったことがあって、ちょっともう１回お

聞きしたいことがあるんですけど。 

前回のお話でも、不登校の解消については、高校生ぐらいから考えれば

いいよっていうようなお話をされていたと思うんです。 

ただ、今やっぱり、高校に行かなきゃいけないとかやっぱりそういうと

ころがあると思うので、その辺りの実情というかですね、何かお話があれ

ば。プレゼンの中では教科書勉強が可能になるのが最後だっていうような

ところがあるので、その部分ちょっとお聞かせいただければなと思ってい

ます。 

 

古山氏 お勉強が心配になるってのは、これ多くの方々がそうなるんですよね。 

それで私は私塾をやっていました。勉強を教えるのが専門です。ちょっ

と勉強に付き合えばね、この子が上っ面だけ覚えているのか本当に理解し

ているのかすぐわかりますよ。本当に偏差値を上げたいんだったら、あの

ね、偏差値３０の子を４０台にするくらいだったら一部分だけちょっと暗

記するだけでいきます。 

ところがね、偏差値５０の子を６０にしろなんて、これは大変です。網

羅的にやっていかなきゃならない。それから本人が打ち込んでくれない

と。ただ覚えるだけとかそんなことじゃいかないんですね。 

そこら辺までのちゃんと中身に入り込んで理解し、自分でも練習して納

得していくような、そこまで回復してくる子ってのが少ないんです。 

不登校の場合、ちょっと学校に行けただけで舞い上がっちゃってさ、も

うここに行けるとかね。あるいはちょっと机に向かっただけでやっと勉強

するようになったか、ぐらいに思ってんだけども、私は中身のある勉強が

できるなというような段階かっていうのをずっと見てきたんですよ。 

いろいろあるんですけども、概ね高校生段階になるとお勉強をやれるよ

うになります。 

そもそもそういうもんなんだと思います。 

人間、抽象的な言葉だけでも理解できるようになるのはちょっと年齢が

いるんですよ。 

ちょっと有名な本で学者さんがね、中学生から学校の教科書をそもそも

理解してないっていう現実を研究して出した本がありましたね。有名な本

なんだけどちょっと忘れちゃったけども。 

愕然とします。普通の中学生ですよ。これが読めてないのかっていう。

上澄みの３割４割ですよ、まあまあついていっているの。 

私が、私塾で子どもに教えた実感として、偏差値５０の子は落ちこぼれ

ています、実は。つじつまを合わせているだけです。つじつますら合わせ

なくなったのが偏差値４０です。 

でも高校年齢になるとね、「あの子が」ってなるんですよ。 

１つは中学段階はプレッシャーばっかり感じていて、志望校はどうでも

いいから、頭よかろうが悪いことどうでもいいから、この漢字で読めるか
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いとかさ。副交感神経って何だい、とかさ、そういう次元に入り込んでも

らいたいわけですよ。 

ところが学校に行けたら、行けない偏差値は幾つだとか、そんなところ

ばっかりさまよっちゃってさ、どこどこ高校に行けるかなとか。 

中学段階だと本当にそういうとこに入り込みやすくて、プレッシャーの

せいなんですね。 

プレッシャーがなくなった高校段階になってくると、お勉強に打ち込め

て、何らかの専門学校、ないし大学ないし資格を取るっていうのが非常に

多いんですね。 

もちろん中学に戻る子もいっぱいいます。戻れた子どももいっぱいいま

す。なんですけども平均的にはそうなんですよね。 

そこで１５、６だということを言ってます。 

 

藤代市長 

（議長） 

せっかくなんで指導課と学務課と、それぞれ先生方も多くいらっしゃる

かと思いますので、感想でもいいですし、何か質問でもいいですし、それ

ぞれ、両課長いってみますか。 

来ると思ったと思いますけど。 

 

学務課長 はい。古山先生、本当に貴重なお話ありがとうございます。 

自分はですねやっぱり教師、学校の人間なんですね。やっぱりこの不登

校については非常に危惧している面があります。それを現実に、学校現場

で見ているからなんですよね。教室から１人、２人子どもがいなくなって

いくのを目にしているんですよね。 

だから自分は校長としてどうやっていけばいいかっていうのはいろいろ

考えていた時期がありました。 

今、古山先生のお話を聞いて、最後の部分なんですけども、ちょっとあ

る意味、古山先生を問い詰めてしまうような感じでちょっと大変申し訳な

いんですが、そのウェルビーイングを重視した学校づくりのようなお話が

ちょっとあったかと思います。 

それから、これは最後の最後でマルトリートメント。そのお話がちょっ

とあったと思うんですけども、やはり今の子どもたちは、今の学校の仕組

みだったりとか、先生たちにこの馴染めないっていうふうなことが原因と

いうところがやっぱり１つあるのでしょうか。 

それをちょっと古山先生の主観でも構いませんので、ちょっとお話をい

ただければと。 

 

古山氏 主観で構わないということで、あります。世代が変わっています。新人

類が生まれていますというふうに思っています。 

最初のところでね、ちょっと尋ねられまして要因は何なんだと、正確に

言えば本当いろいろ要因はあります。 

なんだけど、私が感じているのは、例えばこないだね、ある６０代後半

の大学教授、小学校教員をしていた方で、不登校の子どもを学校にも出す
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名人なんです。その方とお話しました。 

一体どういうふうになさったんですか。２５人、２０数名から３０人近

く、本当にことごとく学校に戻られたっていうんです。簡単に言うとね、

３週間で戻すって言うんですよ、その人。最初の時間、お母さんを何とか

説得して１週間張り付いてくれっていうんです。絶対的重要であると。行

けとか何とか言わないでくれ、とにかく接してまなざし合わせて声かけ

て、それはお母さんでなきゃできないことだ、お母さんが仕事を１週間休

むことならできるだろうって言って、何とかそれを１週間やってもらう。 

その間先生もね、家庭訪問するんだけど、来いみたいなことは絶対言わ

ない。とにかくこのおじさんは大丈夫だよ、みたいに見せるのに専念。顔

を見せるだけ、何も言わない。 

次の週、生活の確立。起きる。何かやる。家事を何か手伝う。ちゃんと

起きてもらう。自分の生活ペースを作る。本を読んでも何でもいい。それ

をやる。 

３週間目に学校との接触を始める。同級生に来てもらう。ただし、先生

からよーく言い聞かせて、楽しいからおいでみたいなことは絶対言うな

と。あんたと繋がっているんだみたいな感覚だけ出せと。それで学校の子

どもたちを使い３週間で戻せる。 

これがね、細かいとこまで聞いたんでこの人が言ってるの嘘じゃないと

思った。本まで出しているんですよ、その人。そのこと、それだけ開発な

さってどうだったんですかって聞いたらね、いろいろ講演してくれってい

う話が来て、日本全国１００回ぐらい講演したと。でもどこも定着しなか

ったっていう。 

私が思ったのは、１つ、この人の名人芸だって。そのね、しょっちゅう

顔出してんですよ、学校の担任の先生がさ、それでね怖がらせない。親も

信頼してくれる。ああいう通りに示せますと思ってくれるわけ。子どもも

「あいつ来やがった」と思わないでくれると、クラスの子どもたちも説得

できるし、戻ったときにいい雰囲気がクラスにできていると。そこまで条

件をつくれる方だったからできたわけですね。 

それからもう１つ、今の時代じゃ無理だろうと思った。その当時はね、

学校が社会的に信用されています。あそこしか教育の場がなくて、あそこ

は本当になんか子どもを育ててくれる、そういう信頼っていうのがあっ

た。今は相当崩れています。 

それから、１つは信頼、社会的信頼。学力はつけてなんぼのもの。つま

り終身雇用制が崩れちゃったのが大きいんです。エスカレーターに乗れな

かったら大変だっていうんじゃなくて、どう自分の足で歩くかになって

る。 

それから本当に私個人で思うのは、前世記憶のある子どもたちが多いん

です。私も直接会って何人かいるんだけど、生まれる前にね、テレビ画面

がいっぱいあってどのお母さんにするなんてこう、一番ピンとくるこれな

んて言うと、守護霊みたいな人がついててそこへ連れて来てくれるんだそ

うです。そしたら起き上がって生まれたとね。 
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それで、こういう子どもたちって何のために生まれてきたかって言うん

ですよ。自分は愛と平和をつくるためにやってきた。身の周りからそれ作

りたい。 

そういうような子どもたちを見ていまして共通しているのがね、いい子

どもたちですから、戦闘能力がない。我々の世代だといない非行タイプに

走る。何だ、先公が何だよ、みたいな、こういう批判したり戦ったりがで

きなくてね、ただただしおれちゃってうずくまっちゃう子どもたちなんで

す。 

一言で言うとね、訓練的な教育、やらせる教育がまるで合わない子ども

たちが１０％か２０％はいるんじゃないかな。別な言い方をするとＨＳＣ

と呼ばれている非常に敏感で傷つきやすい子どもたち。この子どもたち、

それとかね、この子たちが適切に寄り添ってもらえないために発達障害の

レッテルを張られる。ここら辺がね、みんな学校復帰に成功した時代と違

っているのが、発達障害という形であらわれたり、ＨＳＣという形であら

われている。先生が本当のこと言っているか、うそを言っているか全部わ

かっちゃう。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

学務課長、大丈夫ですか。 

 

学務課長 古山先生もありがとうございました。通じるところがあって、よかった

です。はい。 

どうもありがとうました。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

岡田先生も、はい。 

 

指導課長 古山先生本日はご講演ありがとうございました。 

自分が学校にいたときに、やはり、登校渋りになり始める子たちをたく

さん見てきて、すぐにそれを乗り越えられた子もいましたし、それから不

登校が長引いてしまう子もいました。 

そのそばでどうにかしたいって、もがいているお父さんやお母さんも接

してきて、何が正しかったのか、なぜうまくいったのか、或いはなぜこう

うまくいかなかったのかっていうところが、当然人それぞれ違うんだなっ

ていう、特にいろいろな原因があってそれが複合的に、絡み合っている状

態ですので１つ取り除けばそれで解決っていうわけにはいかないなってい

うのをすごく感じていました。 

また、マルトリートメント等のお話の中で、この不登校になる原因の中

に、よくある、結構あるのが先生が怖いっていう理由があるんですね。 

ただ、その子自身が先生に直接怖い目に遭ったかというとそうでは実は

なくて、クラスのある子が怒られていて、その怒り方がすごく怖くて、そ

れでもう学校に行けないとかっていう。すごくそれは何か人へに対する思



- 20 - 

いやりもあるのか、或いは非常に繊細な、何と言うのか、感受性があるの

かっていうところで、やはり昔私がやってた頃なんかこの子にこれだけ言

っても大丈夫だろうとかっていうような、そんなところはただあったんで

すけども、今はそれはちょっともう通用しないなと。よく校内の職員にも

話をしてたことはありましたけれども、そういった感覚を持っていない

と、これからの教員っていうのは、子どもとわかり合うっていうことはで

きていかないんだろうなと思いました。 

すみません、感想になりましたが、どうもありがとうございました。 

 

古山氏 おっしゃる通りだと思うんです。 

先生が怖いって言ったけどね、直接叱られてない場合が多いんです。他

の子が叱られているその雰囲気がもうたまらなかったっていうのが本当に

よく聞くんですよ、子どもたちから。 

先生の方はね、ちゃんと打たれ強い子を選んでいますよ。ところが他の

子がパターンといくんですね。僕は今日は子どもと親の立場中心に話した

んですけども、先生にとっても不登校は地獄なんですよね。 

ちょっとすいません、もう時間がなかったんで言わなかったんだけど不

登校を出しちゃった先生は、いっぱい書類書かなきゃならないでしょう。

それからやっぱり事情聴取みたいのもいっぱいあるでしょう。それから、

そんなのなくてもね、ずしーと心に来ていますよ。大分昔だけど、元気な

先生だったけど、本当これ不登校１人出しちゃったっつって本当にしょげ

ていた先生がいた。算数教育の研究会で一緒だったんですけどもね。 

だけど、親御さんならまだ愚痴こぼせるけどもさ。親の会なんかあるけ

どさ、先生はこぼせないじゃないですか。それでも明日もまたおんなじ顔

して授業しなきゃなんないわけですよね。僕らがあの子を何とかしてやろ

うと思ったってどう手出していいかわからないし。時間もないし、下手す

るとやり損なうかもしれないから、「そうか、ここはあんまりそこは口出し

しないほうがいいんだなあ」と思って口出さないと、ご父兄から見捨てら

れたなんて言われちゃうわけだしさ。 

おまけに仕事はすごく多い。教員残酷物語って言い過ぎかな。不登校で

ねえ、子どもも親も先生も、もうみんな本当苦しんでいる。 

どこにも悪人がいないんです。 

でも、みんなすぐ何か悪人を作りたがるでしょう。「あいつさえ去ればい

いんだ」みたいに限定なりやすいんですよね。だから先生はターゲットに

されやすいし、学校からは「あの親だからね」とこういうふうになりやす

いし、親も先生もついつい「あの子はね」、と。本音のところになりやすい

ですよ。そんなもんですよ、人間って。 

でもね、これ、みんなどこでも悪人がいないのに、なんでこんなに苦し

む人がいっぱい出ちゃうんだろう。私やっぱりこれね、制度問題だと思っ

ています。 

実は諸外国との比較もかなり研究しました。不登校現象。日本に特有で

す。このいわゆる先進民主主義国にはないんです。 
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なぜかっていうとね、いわゆる先進民主主義国は、親の教育権が確立し

ています。これ、基本的人権なんです。 

それから学校をつくる自由、選ぶ自由っていうのが基本的に保障されて

ますので、だから特定の学校でおかしいなあと思ったら早めにあそこは無

理ですと言って、出ちゃっていいし、また一体この子にはどうしたらいい

んだって、それは教育関係者だってさ、頭を悩ましますよ。 

それでこういうことやったらどうだっていうのを自由にできるんですよ

ね。或いは民間で自由に学校を作っちゃえる。 

で、結果として、不登校みたいなところまで追い詰められないんです。

ポリヴェーガル理論のそのフリーズ状態までは追い詰められないで済むと

いう、それが諸外国なんですよね。 

違う状況は中国。これも不登校ないんだけども、これは不登校じゃな

い。学校に行かないと畑に出されちゃうんだって。それから後でお金を出

せば学歴は何とでもなるんだって。 

ある程度民主主義が行きわたって、人間の自由・尊厳ってのは大事にす

るという社会ができつつ、教育をつくる自由、選ぶ自由がないっていうの

が日本なんです。 

これカチッとした全体主義国家だと疑問にすら思わないから、戦前の日

本みたいでいけるんですよ。中途半端なところに日本がいるもんで不登校

問題っていうのが生じていると思いまして。根本的な解決は、やっぱり学

校をつくる自由、それから選ぶ自由、この子に合わせて教育ができてく

る、そういう環境。 

だと思いまして、私はとりあえずホームスクールに一番力を入れていま

す。一番子どもを知ってるの親だからね。それでホームスクールをやって

いるうちに大体ね、家じゃやりきれなくなって、何人か集まって学校を作

るようになるんですよ。デンマークっていう国がそういう国なんです。そ

うやってできてきた学校が本物だろうというふうに思っています。 

長くなりました。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

先生たちにも支援が必要ってのはあるんでしょうと思います。 

 

古山氏 だって、うんでもない、すんでもない、訳わかんない、顔色悪くて出て

こない。あの子はどう扱えってのよ。 

これはねえ、相当専門的な話いろいろしないと、だと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

私も市長になって、教職の方とか、あとは教育委員会にも先生がたくさ

んいらっしゃるので、接するたびに思うのは、非常に実直で真面目で、そ

して生徒のことを思っている、児童生徒のことを思っている方ばっかりじ

ゃないですか。 

誰が悪いってことじゃないのかなっていうのはすごい、どの問題につい
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ても感じるところですね。 

よろしいですかね。この後ちょっとディスカッションですけど、１回休

憩を、寺田委員どうぞ。 

はい。寺田委員。 

 

寺田教育長職

務代理者 

はい。 

先生ありがとうございます。 

長く話を聞いていまして、私１つだけ先生にお伝えしたいってことがあ

るんです。 

実はハリウッドで日本の映画のゴジラが大成功したんですよ。その制作

にＣＧの天才という青年が現れた。その青年は、東日本大震災で両親を亡

くした。そのために明るい性格がなくなり、祖母と祖父に育てられたため

に不登校になる。全く学校へは行かない。ゲームとＣＧに没頭して、世間

の社会性は全くなく、人と話することもしなかった。 

ところがあるとき、会社がＣＧの募集をした。その時に合格して採用さ

れた。ところが、会社の中で誰も挨拶しないし、返事もしないから変わり

者だと言われた。ところが、その後の作ったＣＧが世界で最高級となっ

て、今は仲間が増えて楽しい生活でみんなと会話もできるようになった、

という話です。 

不登校も多分扱い方によれば、褒めてあげるということが、その子の自

信になったと思うんですよ。いろいろ先生の話と一致しているもんで、ち

ょっと一言多いですがよろしくお願いします。 

 

古山氏 ありがとうございます。 

いいお話でした。 

ありがとうございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

少し休憩入りたいと思います。 

 

 約１０分間休憩 

 

藤代市長 

（議長） 

それではこれから後半の後半ですね、議論を少ししていきたいと思いま

す。 

冒頭、教育センターの方からですね、今日全体を振り返ってもいいです

し、現場で感じられていることも含めて、もう一度今の、不登校支援、不

登校児童生徒支援に関する課題の部分で現場で感じられている点について

少しお伝えいただけると幸いです。 

 

教育センター

所長 

弘海先生のプレゼンのスライドをいいですか、お願いして、こちらの方

を使って説明、お話をさせていただきます。 

まず自分の方から右側の青い部分の方です。 
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課題としてはやはり教育支援センターの子どもたちの居場所という形

で、教育支援センターをどういうふうに充実させていくか。 

また、これは校内教育支援センターも含むんですけども、子どもたちの

居場所をこの後どのように確保していくか、これはしっかりとやっていか

なければいけないかなというふうに思っています。 

あとその下に出ているフリースクールとの連携のあり方についても、こ

れフリースクールとの連携は連絡会もそうですけど、財政面での支援とか

あと、利用者の方への支援とかそういうものも含めて詰めていかなければ

いけないのかなというふうに思っています。 

またこれを支えるためのやっぱり人材育成っていうのは、今のお話を聞

いていただいていて、自分も今すごく感じていますけどすごい専門性が高

い仕事になってくるので、やはりどのようにその人材育成を継続的に進め

ていくか、その行き先にどのような体制を目指して、人材を何名育成して

いくのかっていうのは、やっぱりちょっと検討していかなければいけない

と思っています。 

ただし、この人材っていうのはすごい無限にあるわけではなくて、教員

の定数も決まっていますし、その中から出すのか、それとも外部から出す

のか、そういうことも含めて検討していかなければいけないのかなという

ふうに思っています。市の体制の方は、私の方から説明しました。 

今度は先生方の研修等のことについて、弘海先生からお話させていただ

きます。 

 

弘海氏 はい。ありがとうございます。 

やっぱり今不登校のお子さんがたくさんいるっていう状況の中で、校内

で先生方の不登校・不登校支援の理解を深めていくっていうのは急務じゃ

ないかなというふうに思っています。 

ここ数年、先生方にいろいろな研修させていただきながらスキルアップ

を本当にしていかなければいけない時代だなっていうところなので、研修

の充実のところはこれからも課題かなというふうに思っています。 

その中で、やっぱり教育相談コーディネーター、核になる先生が出てく

るといいのかなというふうには思いますが、やっぱりここはかなり時間が

かかってくるところだとは思うので、もうとにかくもう先生方全員スキル

アップをっていうところで、研修をしっかりやっていけたらなというふう

に思っています。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

今の点を踏まえて、先に教育長の方から、今の教育センターのお２人の

おっしゃっていた内容について何か補足とか、教育長としての問題意識が

もしあれば。 

 

渡邉教育長 補足とかは特にないです。 
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今２人が言ってくれたことそのものだなっていうふうに、大きな課題だ

し、これはやっぱり少しでも早く解決していかなければいけない。 

１００％解決は難しくても、少しでもプラスになっていかなきゃいけな

いとそんなふうに思っています。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。長尾委員の方からよろしいですか。 

 

 

長尾委員 はい。 

 

藤代市長 

（議長） 

事前に長尾委員の方で（アンケートを）実施されたってことでいいです

かね。 

 

長尾委員 はい。協力いただいて。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

市内の５団体ですか。 

 

長尾委員 ちょっと名前を協力してくださった団体のお名前は挙げさせていただい

てよろしいですか。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

 大丈夫です、もちろん。 

長尾委員 ぴおねろの森さんと、コロコロ学園さんとよかよか学院さん、アトリエ

Ｃｏｌｏｒｓさんとギフト・親の会さんにご協力いただいて、今回のこの

アンケートの調査報告書を作らせていただきました。 

まず、全国の自治体の中で、４割がこの教育センターというものがない

という中で、印西市にはそれがあるということ、また今日こういう場を作

っていただけたこと。印西市は本当にそういう意味ではとても恵まれてい

る市だなと感じております。 

ちょうど先日、私のところに連絡をいただいたんですけど、ある保護者

の方から娘さんが小学校１年生で２ヶ月もしないうちに、学校に行きたく

ないと言い始めてしまったと。 

そのご家庭の親御さんは学校の先生をされているんですが、実際自分の

子どもが不登校になったときにどうしたらいいのか、どうサポートしてあ

げたらいいのか、それがわからないという実情があるということを知りま

した。 

今回、この不登校について考えるというテーマということで、私も不登

校について、そんなに情報がなかったので、いろいろな方から声を聞かせ

ていただいたりとか、実際にいろいろ印西市で活動されている支援団体の

方々から声をいただいて、本日臨ませていただきました。 
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その中で私が今強く感じていることと、市にお願いしたいことがあるん

ですね。 

まず１つは、例えば、千葉県では「不登校親子応援ガイドマップ」とい

うものが発行されているんですが、これの中にはたくさんの民間の、団体

を含めていろいろな不登校のご家庭に届けたい情報がたくさん載っている

んですが、この存在を知っている家庭がそれほどないということ。 

あとはですね、インターネットを使えば、千葉県では小学校４年生から

利用できるオンライン配信の授業、「エデュオプちば」という総合型双方向

型の授業、そういうものもあるということで、またメタバースを使って、

子どもたちに学びの場、交流の場を提供している、そういうサービスもあ

るんだということを今回知ったんですが、実際そういうような支援にたど

り着けているご家庭というのは、積極的に自分たちで動いている家庭で、

ほとんどの家庭がそういう情報とか選択肢にありつけないまま悶々として

いるということがあるということですね。 

あともう１つ、憲法では、義務教育は無償というふうに言われているん

ですが、実際不登校になってしまったときに、またそういう方たちにサー

ビスを届けたいというときに、実際お金がかかってしまっているというこ

とですね。 

先ほど配っていただいた、印西市総合教育会議向け不登校生徒児童支援

に関するアンケート調査報告書。これをぜひ後で見ていただいて、実際こ

の５団体から、実際アンケートとして、声や、現状を教えていただいたの

で、それをご覧いただければなと思います。 

市にぜひお願いしたいことは、やはり行政と学校と、そして、実際こう

いうことに直面しているご家庭との連携がやはり取れていないということ

で、ぜひそういう学校、行政、保護者の方たちが実際に集まって、そこで

関係性を築きながら、対話をして、具体的にこの印西市の子どもたちの自

立のために、社会的自立のために実際具体的に何をしていけるのか、そう

いうことを考えていける場をぜひ作っていただきたいなと思っています。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

いただいた資料は私の手元にもあって大体拝見をしました。 

こちらについては、長尾委員からの提出資料ということでホームページ

の方にも後程掲載をさせていただこうと思っています。 

かなり厳しい意見もいただいているところであります。 

やはり多くの声としてあるのが経済的な支援に関してのところですね。

かなり相当経営が厳しいといった声もいただいているところであります

し、また必要な情報が必要な方々にちゃんと届いてないんじゃないかって

ことは、ご指摘ありましたけれども、それは非常にあるのかなというとこ

ろですね。 

あとは、学校に戻すことが目的になってないか、既存の支援がですね、

っていう意見について幾つかいただいています。 
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あとは、新しく民間フリースクール向けの助成も始めましたけれども、

どこに行けば情報が取れるのかよくわからんであるとか、そもそも使いづ

らいとかですね。一番厳しいなと思ったのが、これ単なるやっているだけ

のポーズなんじゃないのと、こんな制度を作っても使えないし、こうでし

ょってことも書いてありました。 

正直ですね、まだ緒に就いたばかりの制度でもありますし、私として

も、正直な思いをお伝えすればですね、全くもって納得はしていないで

す。ただ、やっぱり何事も始めないと次がないので、ここから、もう今現

場の方々もですね、教育委員会の方々も本当に不登校支援、不登校の方々

の支援について本気で考えてくださっていますので、はっきり申し上げま

すけどポーズではないので、本気でやっていますから。 

それがまだご期待に沿えてないってことであれば、それは僕らの力不足

ですので。ただポーズではやってないです、本気でやっていますので、そ

のため私も市長になっていますので、しっかりと進めていけるようにやっ

ぱりやんなきゃとこのアンケートを見て改めて感じたところですかね。 

他に何か。大丈夫ですか。 

それぞれ教育委員の皆さんからコメントをいただいて、そのあとに教育

長から、私が話して最後に古山先生にコメントいただきたいと思います。 

どうしましょうか、豊田委員から順番にしましょうか。 

 

豊田委員 それではまずはですね、本日両講師の皆様には大変有意義なご講演いた

だきましてありがとうございました。 

お話を伺ってましてですね、不登校の子どもと信頼関係を結ぶ、また親

御さん家族と信頼関係を結ぶ、それが年間何百人という数だというお話も

伺いましてですね、その大切さと大変さに改めてびっくりしたところでご

ざいます。 

また、行政として、不登校児童の、当たり前のことかもしれませんけど

も、多様な居場所づくり、先ほど教育長の方からもお話がありましたけれ

ども、特例校等を含んで、今後検討課題が多々あるというようなお話がご

ざいましたが、緊急に早急に行政、あと民間と協力してお話を進めていっ

ていただければ、ということをお願いして感想とさせていただきます。 

 

屋敷委員 屋敷です。 

お恥ずかしい話ですが、古山先生の話を聞いていて、自分は、１枚目を

めくって「甘えわがままでしかない」と思うタイプの人間でしたので、今

日のお話を聞いてすごい勉強になりました。 

ただ、いろいろな角度から見ないといけない難しいお話なんで、また自

分なりにも考えますし、いろいろな意見をたくさんいただけることがいい

ことかなあと思います。 

また不登校ですが、なってしまう前の段階で何かこう、予防策を取れる

ようなことをもっと進めていけたらいいのかなあと考えます。 

今日はありがとうございました。 
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寺田教育長職

務代理者 

先生、いろいろありがとうございました。私なりに一生懸命理解して頑

張っていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

渡邉教育長 本日は長時間にわたって本当にありがとうございました。 

まずは不登校支援という話が中心で今日言いましたけど、まずは不登校

を生まないってことだと思っています。 

それのためにどうしたらいいのかっていうところで、単純に、やっぱり

子どもは学校が楽しければ学校に行くと思うんですよね。 

じゃあ何が楽しいかって、子どもによって違います。勉強が楽しい部活

が楽しい給食が一番だ友達関係だとかいろんなことが、楽しいことは１つ

でもあれば、学校に来るのかな。 

ただし、そうじゃない子もたくさんいるわけで、先ほどから出ているそ

の不登校になったことが悪いわけじゃないし、担任のせいでもないし、そ

れは私も全然そういうふうに思っていません。 

また、先ほどちらっと出ましたけど、不登校になってしまった子を学校

に戻さなきゃいけない。これがすべてかって、そうも思っていません。 

ですので、不登校になってしまったその要因というのは１つ２つじゃな

いし、先ほど古山先生もおっしゃっていた本人もわからないなんていうと

ころもいっぱいありますので、その子たちにどれだけ寄り添えるのか、や

っぱり繋がりを切らさない、関わっているよ、気にしているよっていうメ

ッセージが伝わるような努力をしていかなければいけないと思っています

し、またそれをクラスの子たちがいつ戻ってきても大丈夫だよっていうこ

とも作っておかなければいけない。学校としての役割はそんなところもあ

ると思いますし、それから、その子がやっぱり家に引きこもった状態では

なくですね、どっかと必ず繋がっていられる、外部機関、いろんなところ

があります。或いは個人的にも近所の大人と繋がっていてもいい、それで

もいいと思っています。とにかくどこかと繋がっていられる状態を支援し

ていく。 

それが我々のできることの１つでもあるのかなとも思っていますし、そ

ういったところとも繋がってない子を生まないっていうことを大事にした

いと思っています。 

そして、９年間、もう残念ながら学校に戻れなかったとしてもですね、

やっぱりまずは生きていてくれればいいんじゃないのっていうこと。さっ

きのゴジラの話でもないですけれども、いつか、社会の中で自立をして、

しっかり生きていける時期が来ると思うんですよね、そういった支援を続

けていれば。ですので我々はそういったところも含めながら、今我々が預

かっている９ヵ年のお子さんたちにできる限りの支援の体制つくってい

く。 

それが我々の仕事だとも改めて思っています。 

本当に今日はありがとうございました。 

 

 



- 28 - 

藤代市長 

（議長） 

私の方から少し総括的な話をさせていただこうかなと思います。 

まず今後、今回の議論を踏まえた上で市として、不登校支援のあり方を

どうしていくのかって話になるんだと思っています。 

何を目指すのかっていうとこれ、前回も少しお話をしましたけれども、

基本的な教育ってのは子どもたちに幸せになってもらうと、幸せに生きる

力を育むということに尽きるんだと思っています。 

ですので、ウェルビーイングってこともありましたけれども、やっぱり

目指すべきは子どもたちの幸せというものを起点とした学びの場をどう作

っていくのかということに尽きるんだと思っています。 

だから、学校に通う、学校の教室に通うってことが、目的じゃないんだ

っていうところは、やっぱり僕らは認識をすべきなんだろうと思っていま

す。 

その上でやっぱり思ったのが、まずは理解することなんだと思うんです

よね。いろいろな子たちがいるわけなんですけれども、やっぱりこう、古

山先生の話も弘海先生の話も聞いていて思うのは、やっぱりその我々が今

までこうだって思っていた常識みたいなものが多分違うんじゃないかなっ

ていう感じがすごくするんですよね。 

私の世代なんかはやっぱり、学校に行きなさいってこうひっぱたかれて

でも、学校に行くことが当たり前だった世代なわけですけれども、それは

子どもたちを幸せにしないし、別に子どもたちも、何かその甘えてるわけ

でも何でもないんだっていうことに対する理解を、やっぱりこれは現場の

先生方もそうですし、我々大人みんながやっぱり持たなければいけないん

でしょうし、さらに言うと、保護者の方もそうですけど、子どもたち自身

もですよね。それが甘えだって思わないような理解っていうのを共通して

促進をしていく必要があるんだろうなということは思いました。 

その上で当然ながら、それぞれ子どもたちについて言えば、やっぱり思

ったのは入口のところですかね、不登校になっていくその段階にあって、

入口のところでしっかりと支援が今できているのか。 

その時に、入口から入っていって、その最後もう１回、回復していくま

で、特には伴走してくださるような相談コーディネーターの役割ってのが

果たして十分なのか、この２つが今まで私としてはいろんな議論の中であ

まり力点を置かれてなかったけど重要だなと思ったポイントですね。 

常々私が言ってきたのは選択肢を増やしたほうがいいっていうことは言

ってはきたんですけども。その観点でいうと、やはりまだまだ様々な選択

肢っていうことについて、十分に市としてもお示しをしきれてない部分も

あるんだろうと思いますし、特に民間の方々が担っている場所については

支援のあり方含めて、さらに言うとその制度の作り方含めて、果たして市

の教育委員会ないしは市役所が制度を決めて、それを使っていただくとい

うことでいいのか。 

もう少し前にちゃんとそういった方々と対話を重ねる中でルールそのも

のを作っていくってことが、私は必要な感じがすごくしています。 

おそらく今までの学びとこれからの学びで全然違うので、今までの延長
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線上でルールを作っていると多分対応できないんだろうな、ということは

すごく感じているところですので、これは当然ながら最終的には教育委員

会としてどう進められるかっていうとこになるんですけれども、それにつ

いては私自身もすごくそんなことは感じているところであります。 

あとは保護者の方々ですよね。やっぱりこれ親になって見るとやっぱり

心配ですよね。先が見えないことの不安ですよね。なんだけどその先が見

えることの安心感とか、あとは実際問題としてやっぱり子どもたちのため

に、当然ながら時間を使っていただきたいわけですけれども、やっぱり生

活のこともあったりするわけで、そういう中でどうやって保護者の方々に

支援をしていくのかってことはやっぱり大きな論点として考えなきゃいけ

ないと思いますし、あと今日すごく発見だなと思ったのが、先生方です

ね。先生方にとって言葉を選ばずに言うと地獄であるって言い方をされて

いましたけれども、別に先生がたも悪いわけじゃないじゃないですか。 

なんだけど、結局場合によってはそのコミュニケーションの中で、先生

方に非がある場合もあるのかもしれないですけれども、大所においては、

なんて言うんですかね、構造的なもの感情的なものがあって、その先生た

ちが責任を過度に感じない。また先生たち自身がしっかりと子どもたちに

向き合って接していけるような、研修を含めて人材育成を進めていく。あ

とは負担軽減のところですかね。書類が多いって話もありましたけれど

も、なるべくそういった先生方が負担に感じないような仕組みっていうの

も、これも考えていかなきゃいけないなっていうところが今日の発見でし

た。 

そうですね、大体そのあたりですかね。 

今、市の方で、不登校の子たちの支援の方針指針を今年の３月に策定を

したわけですけれども、改めて、今回いろいろとお伺いした中でいろんな

課題が見えてきたところもありますので、そういったものを踏まえなが

ら、当然ながら（仮称）教育ビジョンをしっかりとつくるということが先

にあるわけですけど、その先に、より具体的にその不登校支援のあり方を

さらに進めていくということについても併せて、事務局の方ではご検討い

ただけるとありがたいかなと思っているところです。 

本当に古山先生の話にはいつも感銘を受けますし、また今日弘海先生も

子どもたちのことを本当に愛してくださっているんだなってのもすごく伝

わって参りましたので本当に、お２人の貴重なお時間をいただいてありが

たかったなと思っている次第であります。 

最後に古山先生の方から何かコメントあればお願いします。 

 

古山氏 いや、こんなに聞いてもらってさ。 

いや本当に実際にね、学校やら市やらで実務に当たっている方たちで

ね、こんなに聞いてもらってとっても嬉しいです。 

ちょっと具体的なことで今市長ちょっと言ったね、何だっけな。民間の

方、当事者の話もよく聞いてという。僕ね、教育問題がなかなか解決しな

いのは当事者が意見を言える場が成熟してないってことがあると思うんで
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す。 

不登校の人たちはほんとしゃべらないって、子どもたちは今言ったよう

にもう神経系の方からしゃべれなくなっているし、親御さんたちも本当に

しゃべれなくなっている。 

この１つって子ども、特に親御さんたちね、親御さんたちが本当に安心

して話せる場。決して学校が悪いんじゃないんだけどね、今までの流れか

らすると親御さんたちはやっぱり、「すみませんちゃんと学校に行かせない

で、私の落ち度でございます」、みたいな、そんなふうになりやすいしね。 

何かこのままでいいと思っているなんて言うと、何ですか「親の義務が

わかっているのか、みたいに思われちゃうんじゃないかな」みたいなこと

を親御さんたちは思っているしさ。 

そこら辺、本当に話して大丈夫ですよっていうのをね、何かカウンセラ

ーの人っていうか、入るとかファシリテーターも入るとか、それからウェ

ルビーイングの問題なんで市長部局も入ってね。とにかく実情を知る、意

見交換できる、こっからすべて始まっていくんじゃないかなと思います。 

特にですね、連絡も取れないご家庭。そういうご家庭の幾つかと私は接

触を持っています。深い不信感を持っている方々がいます。 

子どもは学校と聞いただけで逃げて回っているから、親御さんもあんな

ことするのは、実ははらわた煮えくり返っているっていうより、学校に絶

望しちゃっている。 

ところがね、そういう人たちが表向きは「先生、ぜひよろしくお願いし

ます」なんて。親の立場ってそうなんですよ。 

でね、いやさっき市長部局も入ってと申し上げたんですけども、学校は

ね、子どもと学校が何らかの原因でこじれちゃったんです。いい悪い一切

抜きでね。それで学校はその当事者なんですよ。いつまでもその当事者が

前面に出て何とかしようとしてる。 

これ夫婦に乗り込んで、奥さんが出てっちゃうとかいうのを旦那さんが

何とかしようというその必死になっている。それも大事なんだけどさ、そ

れだけじゃ無理でちょっと、本当に第三者がちょっと関わる必要があると

思うんですよね。もちろん当事者だけで解決する問題もいっぱいあるんだ

けどさ。 

そういう意味でね。ウェルビーイングという視点。単なる教育じゃない

んですよ。ウェルビーイングです。ちゃんとそれはもう最近こそすごく使

われ始めた言葉で、法律の裏付けもあります。 

それからそもそも民主主義国家でしょ。そういうのでね、皆さんの意見

を本当に聞きたいんだと。そういう場づくりだったらそういう諦めちゃっ

ている人たちが気づけて出てくるとか、何か意見を寄せてくれるとか。 

私の申します、あの段階で最初の段階は親としか接触とれません。この

段階で子どもに接触を取ろうとすると、逆効果になることが多いです。そ

の親御さんに安心してもらう、親御さんに実情をただしゃべっていいん

だ、愚痴こぼしていいんだっていう、それは学校相手だとどうしても萎縮

したりとか、離婚騒動のご夫婦みたいな関係になりやすいんでね。 
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それで市長部局とか、或いは専門的なファシリテーター、或いはカウン

セラーとかだけで本当に自分の思っていることをいえるように、それで絶

対後腐れ生じませんよという場を保障してあげて、意見を出しちゃった

ら、本当にそっからいろいろ見つかってくるんじゃないかなということを

思っております。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

すごく実は迷っていたというか、今でも迷っていることがあって、教育

ってやっぱりその政治的な独立性の話もあって、どうしてもこう教育委員

会でっていうのがある中で、我々は環境整備にとどまるべきであるってい

うのが、そこに対しては、我々の側は抑止的であるべきだっていうのはあ

ったんですけれども、確かに今、先生の話を伺ってその通りだなと思った

のが、民主主義っていう中にあって市民の方々の思いであるとか意見をお

伺いをするっていうことはまさに、我々市長部局がやらなきゃいけないこ

となんだなっていうのをすごく感じたので、改めて先生のご助言を踏まえ

て、市としてどういう対話の場が作っていけるのかってのを考えたいと今

改めて思ったところです。 

 

古山氏 ちょっとそれでね。 

行政から口出ししちゃいけないっていうのは大事な原則なんですよ。 

これ口出ししちゃってる国にとんでもないのが結構ありましてね、国単

位で誰々大統領が偉いということを教えろだとかさ。 

市長が代わった途端に建設途中の学校がこう変わっちゃった、取りやめ

になっちゃったとかね。 

それやっちゃいけないんですよ。 

でもね、私人権を守るのは、行政の仕事だと思っています。そして教育

内容に口つけると、また、今度ね、いっとき良くても後で大変な問題起こ

しちゃうかもしれないんですけども、ウェルビーイングの確保というね。 

その視点からはむしろ積極的に関わるべきじゃないか、その学校は法令で

がんじがらめなんですよ。 

お話聞くといいことを考えて、皆さん良いことを考えているんです。 

だけど、そこで予算取ろうと言っても何かいわゆる学習と結びつかない

となかなか予算取れない、人員も配置できないというのが、ありまして

ね、そういう人権保護とウェルビーイングには関しては、市長部局から積

極的に関わっていいんじゃないかというふうに思っています。 

 

藤代市長 

（議長） 

貴重なお話をありがとうございます。 

最後の非常になるほどなと思いました。 

時間もそろそろですので、事務局の方に議長としてお戻しをしたいと思

います。 
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企画政策課長 ありがとうございました。 

それでは以上で令和７年度第２回印西市総合教育会議を閉会いたします。 

 

 

 (午後５時３０分) 

 

印西市総合教育会議設置要綱第８条の規定により、上記会議録は、事実と相違ないことを

ここに承認する。 

 

令和７年７月１６日  印西市教育委員会委員   寺田 充良   


